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1. 序説

大塔埋立計画地区（写真一1)は，図ー1, 図—2 (海図 No.1232)に示すように佐世保湾と

大村湾とを結ぶ帯状の細長い海峡早岐瀬戸の佐世保湾側に存在し， 地元で俗に潮遊びと呼

んでいるものである．今般この地区を図ー1,2の点線のように工業用地として埋立てる計画

が起案された・

本報告は， この大塔地区が埋立てられて遊水作用が減ぜられた結果， 小森川などの洪水

時，早岐町周辺の水位が従来より上昇して災害を助長しないかという点と，図—1, 2, 写真

-2に示している高島真珠養殖地帯の養殖用筏の流失に関する判定の資料として，この地帯
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図ー1 早岐瀬戸平

の流速が埋立後どのように変るかという点について調査研究したものである．

2. 現地の状況および研究事項

図—1, 2に示すように，早岐瀬戸には北より早岐川（流域面積 4.65kmり，小森川（流域

面積 28.00kmり，江川（流域面積 5.70kmり，宮川（流域面積 13.50kmりなどが流入し，

瀬戸には観潮橋 A部に図ー3, 写真一3のような河床より約 3.5mの高さの石造りの突堤が

両岸より出て， この付近の平均河巾 70mを約 10mに著しく断面を縮少させている． また

B地点もかなり長い水制が出て通水断面を縮少させている ． 

． 
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l":~ 二 -~'~
図ー2 人塔地区迎立， ； ［ 訓 区 域

写貞ー1 大堺 JIU 立叶圃地域

写真ー2 高閏真珠食夕i~[ 地域

早岐瀬戸の両端の佐世保湾 と大村湾の干満差は前者 が後者よ り大き く， したがつて満潮

時には佐世保湾側より大村湾側に， 干潮時には大村湾側より佐世保湾側に， 早岐瀬戸を海

水が往復している ．観潮橋狭さく 部の流水の状況は写真ー3(滴潮時）にもみられる．

本研究の主題は早岐町固辺が洪水時に水位が従来より上昇しないか とい う点である ．周

図—3 観潮橋狭さく断面図
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写真ー3-1 似 蘭柏狭さ く 部

写真ー3-2 観 潮橋 狭 さ く 部

知のように， 常流状態すなわち堰でいえば潜堰状態では下流側の水位が上昇すればこれに

つれて上流側の水位は上昇するが，射流状態では下流側の水位が上昇しても上流側の水位

は変化しない．

いま観潮橋狭さく部 Aに着目すれば， 早岐町の災害を起こす可能性のある満潮時におい

て，洪水が A部を佐世保湾側に射流状態で流下しているのであれば，下流側の水位の変化

は上流側すなわち早岐町の水位に影響しない．すなわち埋立により A部の下流側の水位に
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写貞ー3-3 佐世保側より賎潮橋狭さく部を望む

変化を生じても， A部に佐世保湾側に向う射流が存在する限り早岐町の災害を助長するこ

とはない．そして荒木博士による模型実験!)からみても A部に射流状態があらわれること

は十分考えられる ．しかし， A部が潜堰状態になる こともありうるし，また A部の構造が

将来変つてくる ことも考えられるので， まず観潮橋狭さく部の佐世保湾側直下流地点の水

位を埋立前後について比較検討を行なった．

ここでは次にあげる 3項目の計算によつて， 佐世保湾流入口 より観潮橋に至る間， とく

に観潮橋の佐世保湾側直下流地点の埋立前後における水位変化と 高島真珠養殖場地点の埋

立前後における流速変化を検討した．

(1) 外海の潮差は，湾奥では，その地形によって変化することがあるので，観潮橋狭さ

く部が閉じていると仮定し，佐世保湾流入口で潮汐を与えて行なった観潮橋に至る間の不

定流計算

(2) 小森川， 早岐川，江川の最大洪水量の1/2が観潮橋の狭さく 部から流下し，佐世保

湾の水位が一定の場合の定常状態に対して行なったいわゆる不等流計算．

(3) 佐世保湾の水位を一定として，洪水流量曲線が観潮橋狭さく部から流下した場合に

ついて行なった不定流計算．

以下各節において，観潮橋狭さく部を上流端， 佐世保湾流入口を下流端と呼称し， 水位

など高さの関係はすべて海図 No.1232をもと にした． また河床粗度係数n=0.025 (m, s 

単位）と した．
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3. 潮差に対する埋立の影響

前節の計算項目の (1)に対するものである．計算は下流端で潮汐を与えて上流部の水位

を不定流の方程式の直接数値計算法で算定し，断面区分は図—4 に示すように，観潮橋から

佐慌保湾流入口までの間を区分長 250mとして 17断面に区分し断面番号を定めた・

温°竺~→'---'-,-5亡—-
図ー4 大塔地区埋 立計両区域

(1) 下流端て与えた潮位

平均海面上の潮高 H は一般に表ー1に示す分潮の和として (1)式で与えられている．

表ー1 分 潮 表

潮 叫号 i半潮差！遅角［ 周閉 T

＼ 

時 分
太陰半日周潮 M2 広 km I T,,,=12-25 

太腸 // I s:! I Hs ks I Ts = 12-0 

太陰太陽合成半日周潮 Ki H' k' T'=23-56 

太陰 1 日周潮 01 H.。 kn [ T,。=25-49
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n(度/hr)

llm=28.98 

ns =30.00 

nr =15.04 

n。=13.94

H=Hmcos(Vnm+nゴーkm)+Hs cos(Vi。s+nst-ks)
+H'cos(Vi。'+n't-k')+H;。cos(Vi。o+n。t-k。) .....。……………(1)

ここに tvま時間 (hr)である．

(1)式の Hm,H, H'および H。は佐祉保港について不明であるが，海図 No.1232に

よると，気象の影響がない最高潮位は早岐突堤北側に対して Hmax=150cmとなつている．
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長崎港2)に対しては Hmax=Hm + Hs+ H'+ H,。=78cm + 34cm + 23cm + 18cm = 153cmであ

るので，長崎港の各値に 150/153を乗じて佐世保港の Hm,Hs, H'および H。とした．

いま最高潮位のあらわれる場合すなわち各分潮の最高潮位の時刻が一致する場合の潮位

を計算することにすれば，計算式は次式となる．

H = 76.4 7 cos (28.98t) + 33.33cos (30.00t) + 22.55cos (15.04t) + 17 .65cos(l3.94t)…(2) 

ここに tは時間 (hr)である．

この式により求めた潮位 H を表ー2, 図ー5に示している．

表ー2 潮 位 曲 線 表

時 間 潮 位 時 間 潮 位 時 間 潮

位

cm cm] cm 
-3.5 1.5 1.25 126.4 6.0 -108.0 

-3.25 17.3 1.5 116.4 6.25 -110.2 

-3.0 33.1 1.75 104.6 6.5 -111.1 

-2.75 48.7 2.0 92.3 6.75 -110.2 

-2.5 64.0 2.25 78.7 7.0 -107.6 

-2.25 78.7 2.5 64.0 7.25 -103.3 

-2.0 92.3 2.75 48.7 7.5 -97.5 

-1.75 104.6 3.0 33.1 7.75 -90.3 

-1.5 116.4 3.25 17.3 8.0 -81.8 

―1.25 126.4 3.5 1.5 8.25 -72.2 

-1.0 134.7 3.75 -14.0 8.5 ―-61.6 
-0.75 141.2 4.0 -28.9 8.75 -50.3 

-0.5 146.1 4.25 -43.2 9.0 -28.5 

-0.25 149.1 4.5 -56.5 9.25 -26.4 

゜
150.0 4.75 -68.7 9.5 -14.2 

0.25 149.1 5.0 -79.5 9.75 - 2.1 

0.5 146.1 5.25 -89.0 10.0 9.6 

0.75 141.2 5.5 -96.8 

I 

10.25 20.7 

1.0 134.7 5.75 -103.2 10.5 31.1 
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図ー5 佐世保湾仮定潮位曲線
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本計算では一応図—5 に示すように一3.5hr,,..__,+ 3.5hrの7時間の範囲をとり，これを下

流端の潮位とした．なお計算では一3.5hrを時間起点0とした．

(2) 計算法8)

(a) 茎本式

不定流の運動，連続の方程式としては周知のように， Zを水位， hを水深， V を流速， Q

を流量， Iを河床勾配， Xを下流端より上流測にとつた距離， tを時間， Aを流水断面積，

Rを径深， nを粗度係数， gを重力加速度とすれば，
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．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・(4)

.................................... (5) 

断面 No.0から上流に向い河道を L1xi, L1x2, ・・・L1xnの n個の小区間にわけ， X曰より

ふまでの区間の水表面積を L1Fiとすれば，ふ， tにおける上式の階差式は

Zit =Zt-1, t + LIZり，t

=Zi-1,t—心(Li炉）i, t 一½(岱）i,/xi-(贔v[vl)i, t・L1xi・ ・ ・ ・ ……•… ·(6) 

Q-1,,t=Q← 1,t-(翌） .dFt, t ・・・・・・・・・•••…(7) 
i, t 

ここに .:1Z'は地点 X1,_1とふとの水位差， .:1Zは地点ふの .:lt間における水位変化で

ある．

下流端の水位曲線を与えれば， (6), (7)式より逐次上流側水位を求めてゆける．以下に

その計算法をのべる．

(b) 下流端の Q。-t曲線の仮定

河口の Q-t曲線の仮定値としては，上下流を通じて水位がつねに水平に上下するため

に必要な河口の流入出量曲線を用いた． すなわち上下流端間の全水表面積に下流端の水位

変化量を乗じたものである．

(c) 河口よリ上流への計算

(7)式について，河口 Xoよりふ点の値を求める法を説明すれば，ふ点に対して(7)式は

Qi,t=Q。,t ( 
.:1Z -At) .:1F1, t .. ・.. ・........ ・.. ・.. ・........ ・.. ・.. ・.. ・(8) 

1, t 

L1Fi,t~ ま Zいより求め，また（翌）1, t吋誓）。，tとすれば，与えられた Qo,tより Qいが
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求められる．つぎに (6)式について考えれば，

Zi,t=Zi。,t + LtZ'1,t 

45 

1 =Z。,t (A炉）1, t 
l Av n2 

―薮―ff(見，/xi-(即 vlvl¥,t Ax1 .. ………….. (9) 

この式において，ふ点の水位Z1,tキZいとし，流水断面積 Aいを計算し， Vo,t=Q。,t/A。,t, 

V1,t=Q1,t!Aいを求める．したがつて， (A炉）i, t=V1,i2-vo,i2, 向 = v1,t+1ー祐，tー1 n2v/vf 

n2 
At)ぃ 2At'(炉）1 1, t 

＝＝訂8
R1,t 

（西訥，ti)ここに凡，t=-(R。,t+Rい）で Z1,tキZo,t とすれば求められ，また v1,t=
1 2 

2 
ー (vo,t+v1,t)である．また V1,t+lVまZ。,t+1キ Z1,t+lとし， Q1,t+lを (8)式から求めれば，

Vi,t+1 = Qi,t+d A1,t+lとしてえられる。これらの値により (9)式から Zいが求められる．次の

2, 3区間は以上によりえられた Zぃおよび Qいから上記の操作を繰返してゆけばよい．

(d) 下流端の Q。-t曲線の検定

上述の計算により上流各点の Z-tの関係が求められたので，これから逆に Q。,t を次式

より求められる．

Q。,t=ミ（誓）・ J~.t .................................... (10) 
1=1 i-1, t 

(10)式と始め仮定した Q。,t とが一致するように， 始めの仮定値を修正してやり直すこと

になる．ここでは上記 (c)の方法で上流端 Qn,tが0になれば， (10)式を満足したことに

なり始めの仮定が正しかつたことを意味することから，上流端で流量が 0となるかどうか

で判定した．

(3) 断面および区間水表面積

各点の断面積は基本水準面以下の部分は図—4 の海図の等深線よりえられた断面図から求

め，基本水準面以上の部分は図ー4について測つた河巾を各水深で一定として求め，両者を

加算した．潤辺は「河巾+2x水深」によって求めた．各

区間の水表面積は海図からプラ＝メーターにより測定し，

これは各水位で一定とした． なお埋立計画地点 No.11の

断面では平均海面以下を図ー6のように埋立計画位置で折

線として， 埋立前では ABCDEについて，埋立後では

ABCDFについて断面積，潤辺を求めた．また No.10,...._, 

12 区間の水表面積は図—7 について，埋立前では ABCD­

EFGHIJの範囲とし， 埋立後では ABKGHIJの範囲を

とつた． 各断面の河巾， 区間水表面積を表ー3に示してい

る．

心三こ;.;1:匹OO

図ー6 断面 No.11 

p
 

図ー7
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表ー 3

(1) (2) 

面区積間(3~水)Fm表' 断 N(1o)• 面 I河 (m2) 巾 面区積間(3~水)Fm表' 断 面河巾
No. m 

゜
980 

11 
500 10.4 

1 620 18.8X104 (170) (5.0) * 

2 290 9.2 12 220 14.4 
(5.0) 

3 350 7.2 13 210 5.6 
4 460 8.0 14 130 3.4 

I 

5 220 13.2 15 90 2.4 
6 320 8.4 16 70 2.0 
7 210 5.6 17 30 2.0 
8 250 4.8 ， 230 5.6 128.6X104 
10 250 7.6 Sum 

＊（）印は埋立後の値を示す．

(4) 計算結果

以上の方法で計算した結果を埋立前に対して表ー4, 埋立後に対して表ー5に示している．

表は計算要領を示すため，まず断面 No.0, I, 2までをあげ，あとは真珠養殖地点 No.8, 

埋立計画地点 No.11および最終断面 No.17をあげた．表ー4,5につけた添字は断面番

号を示している．

計算はその起点 0時で水面は上下流を通じて水平と仮定して出発した． また表に示すよ

うに Zい は mm以下を四捨五入して行なった. m m以下をとつても累積誤差は最終端に

おいて Imm以下であった．最後に下流端の Q。-t曲線を検定すると， 表ー4-17の (3)

欄に示すように上流端で Q11,t は 0 となつたので，始めの仮定すなわち表—4-0 の (4) 欄で

よいことを示している．このことは表ー5についても同様である．

(5) 考察

この計算結果によると，表ー4,5における (11)欄 .dZt,t'はきわめて小さく， zいはZi-t,t

とほとんど一致し， したがつて上下流端を通じて水面は下流端の潮汐とほとんど同じに水

平に上下する． これは埋立後においても同じ結果がえられている． したがつて埋立は佐枇

保湾入口から観潮橋までの間を通じて潮差に影響を与えないと結論できる．

本計算では計算起点で上下流を通じて水面は水平として行なつたが，上記の結果はこの

仮定でよいことを示している．また潮汐は一応図—5 に示す範囲を用いたが，これをさらに

半周期継続して行なつても以上の結論が変ることはないと考える．

次に真珠養殖地点は図—4 からみて断面 No. 8付近であるが，この地点の流速 Vs,tは埋

立前では表ー4-8の (5)欄より最大 83.04m/0.25hr = 9.2cm/ sで，埋立後では表ー5-8の (5)

欄より最大 60.03m/0.25hr=6.7cm/sであり埋立後の方が流速はわずかに低下する． これ
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表ー4-0 埋立前（断面 No.0) 表ー5-0 埋立後（断面 No.0) 

c1) 1-c2) (3) I c 4) I (5) I (6) (1) I c2) I (3) I (4) I cs) I (6) 

時間 IZo, I'1Zo, Qo, Ao, I vo, 
(hr) (cm) (cm) I (m8/tJ.25h) (mり (lll/0.25h)

時間 LZ。t L1Zot Qot A0t Vot 
(cm) (cm) (mB/0.25h) (m2) (m/0.25h) 

゜
1.5 

゜
1.5 

0.25 17.3 15.8 203188 7900 25.72 0.25 17.3 15.8 179804 7900 22.76 

0.5 33.1 15.8 203188 8050 25.24 0.5 33.1 15.8 179804 8050 22.33 

0.75 48 7 15.6 200616 8210 24.43 0.75 48.7 15.6 177528 8210 21.62 

1.0 64.0 15.3 196758 8365 23.52 1.0 64.0 15.3 174114 8365 20.81 

1.25 78.7 14.7 189042 8512 22.20 1.25 78.7 14.7 167286 8512 19.65 

1.5 92.3 13.6 174896 8657 20.20 1.5 92.3 13.6 154768 8657 17.87 

1.75 104.6 12.3 158178 8790 17.99 1.75 104.6 12.3 139974 8790 15.92 

2.0 116.4 11.8 151748 8906 17.03 2.0 116.4 11.8 134284 8906 15.07 

2.25 126.4 10.0 128600 9025 14.24 2.25 126.4 10.0 113800 9025 12.61 

2.5 134.7 8.3 106738 9122 11.70 2.5 134.7 8.3 94454 9122 10.35 

2.75 141.2 6.5 83590 9202 9.08 2.75 141.2 6.5 73970 9201 8.03 

3.0 146.1 4.9 63014 9268 6.79 3.0 146.1 4.9 55762 9268 6.01 

3.25 149.1 3.0 38580 9315 4.14 3.25 149.1 3.0 34140 9315 3.66 

3.5 150.0 0.9 11574 9345 1.23 3.5 150.0 0.9 10242 9345 1.09 

3.75 149.1 -0.9 -11574 9355 -1.23 3.75 149.1 -0.9 -10242 9355 -1.09 

4.0 146.1 -3.0 -38580 9345 -4.12 4.0 146.1 -3.0 -34140 9345 -3.65 

4.25 141.2 -4.9 -63014 9315 -6.76 4.25 141.2 -4.9 -55762 9315 -5.98 

4.5 134.7 -6.5 -83590 9268 -9.01 4.5 134.7 -6.5 -73970 9268 -7.98 

4.75 126.4 -8.3 -106738 9202 -11.60 4.75 126 4 -8.3 -94454 9201 -10.26 

5.0 116.4 -10.0 -128600 9122 -14.09 5.0 116.4 -10.0 -113800 9122 -12.47 

5.25 104.6 
ー 11.836 7 3', ー 151748

9025 -16.81 

5.5 92.3 -12. -158178 8906 -17.76 

5.75 78.7 -13. -17 4896 8790 -19.89 

6.0 64.0 -14. -189042 8657 -21.83 

6.25 48.7 -15. -196758 8512 -23.11 

5.25 104.6 -11.8 -134284 9025 -14.87 

5.5 92.3 -12.3 -139974 8906 -15.71 

5.75 78.7 -13.6 -154768 8790 -17.60 

6.0 64.0 -14.7 -167286 8657 -19.32 

6.25 48.7 -15.3 -174114 8512 -20.45 

6.5 33.1 -15.6 -200616 8365 -23.98 6.5 33.1 -15.6 -177528 8365 -21.22 

6.75 17.3 -15.8 -203188 8210 -24.74 6.75 17.3 -15.8 -179804 8210 -21.90 

7.0 1.5 -15.8I -203188 ! 8050 -25.24 7.0 1.5 -15.8 -179804 8050 -22.30 

は埋立前には埋立地域の水位を上下させるための流量が必要となり，その結果養殖地点を

往復する流量がますためである．このように真珠養殖地点に対して潮流の流速の面から言

えば埋立は若干好結果をもたらすと言える．

なお本計算では観潮橋断面はかなり狭さくされていることからこの部は閉じているとし

て計算したが実際の状態では， 狭さく部断面を通して流出入する流量だけ上述の計算流量

より増すから，流速は表ー4, 5の (5)欄より若千増加すると考えられる．しかじ，埋立前

後の水位に相異はないという上記の結論は変らないと考える．



48 上 田 第 23号

表ー4-1 埋立前（断面 No.1) * /1=が/R4/3

c1) I c2) I (3) I c 4) I cs) 1 (6) 1 c1) I cs) l (9) J c10) I en) I 02) 

時如間―(Cmi•;o).匈~F,） , Qu I A11 v11 iii, 『→ご))↑詈1/1' ー信悶1AZ'11 I Zi, 
(m8/0.25h) (m2) (m/0.25h) (m/0.25h) (0.25h/m)2 (cm) (cm) 

゜ x10-11 1.5 
0.25 -29704 173484 4502 38.53 32.13 -0.005 0.002 5.504 -0.001 -0.004 17.3 
0.5 -29704 173484 4600 37.71 31.48 -0.005 0.003 5.344 -0.001 -0.003 33.1 
0.75 -29328 171288 4700 36.44 30.44 -0.005 0.004 5.192 -0.001 -0.002 48.7 
1.0 -28764 167994 4795 35.04 29.28 -0.004 0.005 5.040 -0.001 0.000 64.0 
1.25 -27636 161406 4890 33.01 27.61 -0.004 0.007 4.880 -0.001 0.002 78.7 
1.5 -25568 149328 4982 29.97 25.09 -0.003 0.008 4.728 -0.001 0.004 92.3 
1.75 -23124 135054 5066 26.65 22.31 -0.002 0.006 4.608 -0.001 0.003 104.6 

2.0 -22184 129564 5140 25.21 21.12 -0.002 0.007 4.480 -0.001 0.004 116.4 

2.25 -18800 109800 5215 21.05 17.65 -0.001 0.011 4.360 -0.000 0.010 126.4 

2.5 -15604 91134 5275 17.28 14.49 -0.001 0.010 4.260 -0.000 0.009 134.7 

2.75 -12220 71370 5325 13.40 11.24 -0.000 0.010 4.180 -0.000 0.010 141.2 

3.0 - 9212 53802 5370 10.02 8.41 -0.000 0.010 4.108 -0.000 0.010 146.1 

3.25 - 5640 32940 5400 6.10 5.12 -0.000 0.011 4.060 -0.000 0.011 149.1 

3.5 - 1692 9882 5420 1.82 1.53 -0.000 0.011 4.024 -0.000 0.011 150.0 
3.75 1692 - 9882 5423 -1.82I -1.53 -0.000 0.011 4.016 0.000 0.011 149.1 
4.0 5640 -32940 5420 -6.08 -5.10 -0.000 0.011 4.024 0.000 0.011 146.1 

4.25 9212 -53802 5400 -9.96 -8.36 -0.000 0.010 4.060 0.000 0.010 141.2 

4.5 12220 -71370 5370 -13.29 -11.15 -0.001 0.009 4.108 0.000 0.008 134.7 

4.75 15604 -91134 5325 -17.11 -14.36 -0.001 0.010 4.180 0.000 0,009 126.4 
5.0 18800 -109800 5275 -20.81 -17.45 -0.002 0.010 4.260 0.000 0.008 116.4 

5.25 22184 -129564 5215 -24.84 -20.83 -0.002 0.007 4.360 0.001 0.006 104.6 

5.5 23124 -135054 5140 -26.28 -22.02 -0.002 0.006 4.480 0.001 0.005 92.3 
5.75 25568 -149328 5066 -29.48 -24.69 -0.003 0.008 4.608 0.001 0.006 78.7 

6.0 27636 -161406 4982 -32.40 -27.12 -0.003 0.006 4.728 0.001 0.004 64.0 

6.25 28764 -167994 4890 -34.35 -28.73 -0.004 0.004 4.880 0.001 0.001 48.7 

6.5 29328 -171288 4795 -35.72 -29.85 -0.004 0.003 5.040 0.001 0.000 33.1 
6.75 29704 -173484 4700 -36.91 -30.83 -0.005 0.003 5.192 0.001 -0.001 17.3 

7.0 29704 -173484 4600 -37.71 -31.48 -0.005 0.002 5.344 0.001 -0.002 1.5 



早岐瀬戸大塔地区埋立が洪水に及ぼす影響について 49 

表ー5-1 埋立後（断面 No.1) 

c1) I c2) I (3) I c 4) I (5) I (6) I c1) cs) I (9) ¥ oo) 1 en) ¥ c12) 

時間―（誓）~Fu, Qu Au v,, ih, ―喜国）"-½(か~x, 八 ーJi~阿:1AZ',, z11 

(m3/0.25h) (m3/0.25h) (mり(m/0.25h) (rn/O.z5h) (cm) (cm) (0.25h/ml2 (cm) (cm) (cm) 
~. ~ ~. 

゜ x10-11 1.5 
0.25 -29704 150100 4502 33.34 28.05 -0.004 0.002 5.504 -0.001 -0.003 17.3 
0.5 -29704 150100 4600 32.68 27.48 -0.004 0.002 5.344 -0.001 -0.003 33.1 
0.75 -29328 148200 4700 31.53 26.58 -0.003 0.003 5.192 -0.001 -0.001 48.7 
1.0 -28764 145350 4795 30.31 25.56 -0.003 0.004 5.040 -0.001 0.000 64.0 
1.25 -27636 139650 4890 28.56 24.11 -0.003 0.006 4.880 -0.001 0.002 78.7 
1.5 -25568 129200 4982 25.93 21.90 -0.002 0.007 4.728 -0.001 0.004 92.3 
1.75 -23124 116850 5066 23.07 19.50 -0.002 0.005 4.608 -0.000 0.003 104.6 

2.0 -22184 112100 5140 21.81 18.44 -0.002 0.006 4.480 -0.000 0.004 116.4 

2.25 -18800 95000 5215 18.22 15.42 -0.001 0.009 4.360 -0.000 0.008 126.4 

2.5 -15604 78850 5275 14.95 12.65 -0.001 0.009 4.260 -0.000 0.008 134.7 

2.75 -12220 61750 5325 11.60 9.82 -0.000 0.009 4.180 -0.000 0.009 141.2 

3.0 -9212 46550 5370 8.67 7.34 -0.000 0.009 4.108 -0.000 0.008 146.1 

3.25 -5640 28500 5400 5.28 4.47 -0.000 0.009 4.060 -0.000 0.008 149.1 

3.5 -1692 8550 5420 1.58 1.34 -0.000 0.009 4.024 -0.000 0.009 150.0 

3.75 1692 - 8550 5423 -1.58 -1.34 -0.000 0.009 4.016 +o.ooo 0.009 149.1 

4.0 5640 -28500 5420 -5.26 -4.64 -0.000 0.009 4.024 0.000 0.009 146.1 

4.25 9212 -46500 5400 -8.62 -7.30 -0.000 0.008 4.060 0.000 0.008 141.2 

4.5 12220 -61750 5370 -11.50 -9.74 -0.000 0.008 4.108 0.000 0.008 134.7 

4.75 15604 -78850 5325 -14.81 -12.54 -0.001 0.009 4.180 0.000 0.008 126.4 

5.0 18800 -95000 5275 -18.01 -15.24 -0.001 0.009 4.260 0.000 0.008 116.4 

5.25 22184 -112100 5215 -21.33 -18.10 -0.001 0.006 4.360 0.000 0.005 104.6 

5.5 23124 -116850 5140 -22.73 -19.22 -0.002 0.005 4.480 0.000 0.003 92.3 

5.75 25568 -129200 5066 -25.50 -21.55 -0.002 0.007 4.608 0.001 0.006 78.7 

6.0 27636 -139650 4982 -28.03 -23.68 -0.003 0.006 4.728 0.001 0.004 64.0 

6.25 28764 -145350 4690 -29.72 -25.09 -0'003 0.004 4.880 0.00i 0.002 48.7 

6.5 29328 -148200 4795 -30.91 -26.07 -0.003 0.003 5.040 0.001 0.001 33.1 

6.75 29704 -150100 4700 -31.94 -26.92 -0.003 0.002 5.192 0.001 0.000 17.3 

7.0 29704 -150100 4600 -32.64 -27.48 -0.004 0.002 5.344 0.001 -0.001 1.5 



50 上 田 第 23号

表ー4-2 埋立前（断 面 No.2) 

c1)J c2) I・(3) I (4) I cs) I (6) I c1) I cs) 

時間-(面L1Z)2L1t F2t Q2t A2t I—羞(（c年m),1((盟cm）汗) I '1Z'" I Zs, V2t V2t t-— 丘ー/2!2加tIv 2 .Jx 

(m8/0.25h) (m8/0.25h) (mり(m/0.25h) (m/0.25h) g (0.25h/m)2 (cmt ) (cm) (cm) 

゜
x10-11 1.5 

0.25 -14536 158948 2360 67.35 52.94 -0.019 0.003 4.780 -0.003 -0.019 17.3 

0.5 -14536 158948 2406 66.09 51.90 -0.019 0,004 4.680 -0.003 -0.018 33.1 

0.75 -14352 156936 2450 64.06 50.25 -0.018 0.006 4.588 -0.003 -0.015 48.7 

1.0 -14076 153918 2495 61.69 48.37 -0.016 0.007 4.496 -0.003 -0.012 64.0 

1.25 -13524 147882 2540 58.22 45.62 -0.015 o.on 4.400 -0.002 -0.006 78.7 

1.5 -12512 136816 2582 52.99 41.48 -0.012 0.014 4.308 -0.002 0.000 92.3 

1.75 -11316 123738 2662 47.19 36.92 -0.010 0.010 4.228 -0.001 -0.001 104.6 

2.0 -10856 118708 2657 44.68 34.95 -0.009 0.012 4.160 -0.001 0.002 116.4 

2.25 -9200 100600 2693 37.36 29.21 -0.006 0.017 4.080 -0.001 0.010 126.4 

2.5 -7636 83498 2720 30.70 23.99 -0.004 0.017 4.020 -0.001 0.012 134.7 

2.75 -5980 65390 2743 23.84 18.92 -0.002 0.016 3.960 -0.000 0.014 141.2 

3.0 -4508 49294 2765 17.83 13.93 -0.001 0.016 3.920 -0.000 0.015 146.1 

3.25 -2760 30180 2778 10.86 8.48 -0.001 0.018 3.900 -0.000 0.017 149 . .1 

3.5 - 828 9054 2787 3.25 2.54 -0.000 0.017 3.888 -0.000 0.017 150.0 

3.75 828 - 9054 2790 - 3.25 - 2.54 -0.000 0.017 3.876 0.000 0.017 149.1 

4.0 2760 -30180 2787 -10.82 - 8.45 -0.001 0.018 3.888 0.000 0.017 146.1 

4.25 4508 -49294 2778 -17.74 -13.85 -0.001 0.016 3.900 0.000 0.015 141.2 

4.5 5980 -65390 2765 -23.65 -18.47 -0.002 0.016 3.920 0.000 0.014 134.7 

4.75 7636 -83498 2743 -30.44 -23.78 -0.004 0.016 3.960 0.001 0.013 126.4 

5.0 9200 -100600 2720 -36.99 -28.90 -0、006 0.017 4.020 0.001 0.012 116.4 

5.25 10856 -118708 2693 -44.08 -34.46 -0.008 0.012 4.080 0.001 0.005 104.6 

5.5 11316 -123738 2657 -46.57 -36.43 -0.009 0.010 4.160 0.001 0.002 92.3 

5•75 12512 -136816 2622 -52.18 -40.83 -0、01.2 0.013 4.228 0.002 0.003 78.7 

6.0 13524 -147882 2582 -57.27 -44.84 -0.014 0.011 4.308 0.002 -0.001 64.0 

6.25 14076 -153918 2540 -60.59 -47.47 -0.016 0.007 4.400 0.003 -0.006 48.7 

6.5 14352 -156936 2495 -62.90 -49.31 -0.017 0.005 4.496 0.003 I -0.009 33.1 

6.75 14536 -158948 2450 -64.87 -50.89 -0.018 0.004 4.588 0.003 -0.011 17:.3 

7.0 14536 -158948 2405 -66.09 -51.90 -0.019 0.003 4.680 I 0.0031 I -0.013 1.5 

(9) I (10) (11) I (12) 



早岐顧戸大塔地区埋立が洪水に及ぼす影響について 51 

表ー5-2ヽ埋立後（断面 No.2) 

c1) I c2) I (3) 1 c 4) I (5) I (6) I c1) I cs) 1 (9) I c10) I en) J c12) 

時間ー（翌）］凡 Qu I A" I "" 如 —羞田）"ーげ）~x t, -t,~ 見/x ,JZ'u Zu 
(m8/0.25h) (mB/0.25~(mり (m/0.25h) (m/0.25h) (cm) (cm) (0.25h/m)2 (cm) C:m) (cm) 

-0.0141 3 ゜
x10-11 1.5 

0.25 -14536 135564 2360 57.44 45.39 0.003 4.780 -0.00 -0.014 17.29 

0.5 -14536 135564 2405 56.37 44.50 -0.013 0.004 4.680 -0.002 -0.011 33.09 

0.75 -14352 133848 2450 54.63 43.08 -0.013 0.005 4.588 -0.002 -0.010 48.69 

1.0 -14076 131274 2495 52.61 41.46 -0.012 0.006 4.496 -0.002 -0.008 64.0 

1.25 -13524 126126 2540 49.66 39.11 -0.010 0.009 4.400 -0.002 -0.003 78.7 

1.5 -12512 116688 2582 45.19 35.56 -0.009 0.012 4.308 -0.001 0.002 92.3 

1.75 -11316 105534 2622 40.25 31、66 -0.007 0.009 4.228 -0.001 0.001 104.6 

2.0 -10856 101244 2657 38.10 29.96 -0.006 0.010 4.160 -0.001 0.003 116.4 

2.25 -9200 85800 2693 31.86 25.04 -0.004 0.015 4.080 -0.001 0.010 126.4 

2.5 -7636 71214 2720 26.18 20.57 -0.003 0.014 4.020 0.000 0.011 134.7 

2.75 -5980 55770 2743 20.33 15.97 -0.002 0.014 3.960 0.000 0.012 141.2 

3.0 -4508 42042 2765 15.21 11.94 -0.001 0.014 3.920 0.000 0.013 146.1 

3.25 -2760 25740 2778 9.27 7.28 0.000 0.015 3.900 0.000 0.015 149.1 

3.5 - 828 7722 2787 2.77 2.18 0.000 0.015 3.888 0.000 0.015 150.0 

3.75 828 - 7722 2790 -2.77 -2.18 0.000 0.015 3.876 0.000 0.015 149.1 

4.0 2760 -25740 2787 -9.24 -7.25 0.000 0.015 3.888 0.000 0.015 146.1 

4.25 4508 -42042 2778 -15.13 ー 11.88 -0.001 0.014 3.900 0.000 0.013 141.2 

4.5 5980 -55770 2765 -20.17 -15.84 -0.002 0.013 3.920 0.000 0.011 134.7 

4.75 7636 -71214 2743 -25、96 -20.39 -0.003 0.014 3.960 0.000 0.011 126疇4

5.0 9200 -85800 2720 -31.54 -24.78 -0.004 0.014 4.020 0.001 0.011 116.4 

5.25 10856 -101244 2693 -37.60 -29.47 -0.006 0.010 4.080 0.001 0.005 104.6 

5.5 11316 ー 1055342657 -39.72 -31.23 -0.007 0.009 4.160 0.001 0.003 92.3 

5.75 12512 -116688 2622 -44.50 -35.00 -0.008 0.011 4.228 0.001 0.004 78.7 

6.0 13524 -126126 2582 -48.85 -38.44 -0.010 0.006 4.308 0.002 -0.002 64.0 

6.25 14076 ー 1312742540 -51.68 -40.70 -0.011 0.005 4.400 0.002 -0.004 48.7 

6.5 14352 -133848 2495 -53.65 -42.28 -0.012 0.005 4.496 0.002 -0.005 33.1 

6.75 14536 -135564 2450 -55.33 -43.64 ~0.013 0.004 4.588 0.002 -0.007 17.3 

7.0 14536 ー 1355642405 -56.37 -44.50 -0.013 0.003 4.680 I I 0.002 -0.0081 1.5 



52 上 田 第 23号

表ー4-8 埋立前（断面 No.8, 真珠養殖地点）

c1) I c2) I (3) / (4) / (5) f (6) I c1) I cs) I (9) I c10) f cu) I c12) 

' 2和）

時間—厚At ）S4t 匹 Q8t Aat vs Vat —羞(（c年m)） ,,[-! (信cm）)ざ 兵
-fa(咋8c1mBt Ll) x 

LlZ'st Zst 

(m'/0.25h) (m>/025h) (m2) (m/0. (m/0.25h) (0.25h/m)2 (cm) (cm) 

゜ x10-10 1.5 

0.25 -7584 84372 1016 83.04 84.57 0.003 , i 0.009 1.225 -0.022 -0.010 17.3 

0.5 -7584 84372 1058 79.75 81.60 0.004 0.011 1.175 -0.020 -0.005 33.1 

0.75 -7488 83304 1096 76.01 77.97 0.004 0.011 1.131 -0.017 -0.002 48.7 

1.0 -7344 81702 1134 72.09 74.50 0.003 0.014 1.088 -0.015 0.002 64.0 

1.25 -7056 78498 1174 66.86 69.08 0.004 0.019 1.044 -0.013 0.010 79.7 

1.5 -6528 72624 1210 60.02 62.19 0.003 0.022 1.000 -0.010 0.015 92.3 

1.75 -5904 65682 1244 52.80 54.85 0.003 0.017 0.956 -0.007 0.013 104.6 

2.0 -5664 63012 1274 49.46 51.48 0.003 0.019 0.925 -0.006 0.016 116.4 

2.25 -4800 53400 1304 40.96 42.70 0.002 0.026 0.888 -0疇004 0.024 126.4 

2.5 -3984 44322 1330 33.32 34.82 0.001 0.025 0.856 -0.003 0.023 134.7 

2.75 -3120 34710 1348 25.75 26.91 0.001 0.023 0.838 -0.002 0.022 141.2 

3.0 -2352 26166 1366 19.16 20.05 0.000 0.023 0.819 -0.001 0.022 146.1 

3.25 -1440 16020 1378 11.63 12.18 0.000 0.026 0.800 0.000 0.026 149.1 

3.5 - 432 4806 1384 3.47 3.64 0.000 0.025 0.794 0.000 0.025 150.0 

3.75 432 - 4806 1387 -3.47 - 3.64 0.000 0.025 0.788 0.000 0.025 149.1 

4.o 1440 -16020 1384 -11.58 -12.13 0.000 0.026 0.794 0.000 0.026 146.1 

4.25 2352 -26166 1378 -18.99 -19.89 0.000 0.023 0.800 0.001 0.024 141.2 

4.5 3120 -34710 1366 -25.41 -26.60 0.001 0.023 0.816 0.001 0.025 134.7 

4.75 3984 -44322 1348 -32.88 -34.36 0.001 0.024 0.838 0.003 0.028 126.4 

5.0 4800 -53400 1330 -40.15 -41.96 0.002 0.025 0.856 0.004 0.031 116.4 

5.25 5664 -63012 1304 -48.32 -50.37 0.003 0.018 0.888 0.006 0.027 104.6 

5.5 5904 -65682 1274 -51.56 -53.62 0.003 0.016 0.925 0.007 0.026 92.3 

5.75 6528 -72624 1244 -58.38 -60.65 0.004 0.021 Q.956 0.009 0.034 78.7 

6.0 7056 -78498 1210 -64.87 -67.22 0.004 0.018 1.000 0.011 0.033 64.0 

6.25 7344 -81702 1174 -69.59 -71.90 0.004 0.014 1.044 0.013 0.031 48.7 

6.5 7488 -83304 1134 -74.11 -75.92 0.004 0.011 1.088 0.016 0.031, 33.l 

6.75 7584 -84372 1096 -76.98 -78.97 0.004 0.009 1.131 0.018 0.031 17.3 

7.0 7584 -84372 1058 -79.75 -81.60 0.004 0.008 1.175 0.020 0.032 1.5 
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表ー5-8 埋立後（断面 No.8, 真珠養殖地点）

c1) / c2) I (3) 1 (4) I (5) I (6) I (7) I cs) I (9) I c10) I cu) I c12) 

時間一軍）4凡 Qst Ast I Vat 1 

.Jt St 
如

1 
—―(LI炉）8t 

1 .Jv 
2g ―gは）が Is -fslvlv Llx .JZ'st . Zst 

(m3/0.25h) (m8/0.25h) (mり(m/0.2_5h) (m/0.25h) (cm) (cm) 1co.25h/m)2 (悶品 (cm) (cm) 

゜ 62.12 I 0.003 
I Xl0-10 1.5 

0.25 -7584 60988 1016 60.03 0.007 1.225 -0.012 -0.002 17.3 

0.5 -7584 60988 1058 57.64 59.94 0.004 0.008 1.175 -0.011 0.001 33.1 

0.75 -7488 60216 1096 54.94 57.27 0.003 0.008 1.131 -0.009 0.002 48.7 

1.0 -7344 59058 1134 52.54 54.70 0.003 0.010 1.088 -0.008 0.005 64.0 

1.25 -7056 56742 1174 48.40 50.79 0.003 0.014 1.044 -0.007 0.010 78.7 

1.5 -6528 52496 1210 43.38 45.69 0.003 0.017 1.000 -0.005 0.015 92.3 

1.75 -5904 47478 1244 38.17 40.30 0.002 0.012 0.956 -0.004 0.010 104.6 

2.0 -5664 45548 1274 35.75 37.79 0.002 0.014 0.925 -0.003 0.013 116.4 

2.25 -4800 38600 1304 29.60 31.37 0.001 0.019 0.888 -0.002 0.018 126.4 

2.5 -3984 32038 1330 24.08 25.58 0.001 0.018 0.856 -0.001 0.018 134.7 

2.75 -3120 25090 1348 18.61 19.77 0.001 0.017 0.838 -0.001 0.017 141.2 

3.0 -2352 18914 1366 13.85 14.73 0.000 0.017 0.819 0.000 0.017 146.1 

3.25 -1440 11580 1378 8.401 8.95 0.000 0.019 0.800 0.000 0.019 149.1 

3.5 - 432 3474 1384 2.51 2.67 0.000 0.018 0.794 0.000 0.018 150.0 

3.75 432 - 3474 1387 -2.50 -2.67 0.000 0.018 0.788 0.000 0.018 149.1 

4.0 1440 -11580 1384 -8.37 -8.91 0.000 0.019 0.794 0.000 0.019 146.1 

4.25 2352 -18914 1378 -13.53 -14.52 0.000 0.017 0.800 0.000 0.017 141.2 

4.5 3120 -25090 1366 -18.37 -19.54 0.001 0.017 0.819 0.000 0.018 134.7 

4.75 3984 -32038 1348 -23.77 -25.25 0.001 0.018 0.838 0.000 0.019 126.4 

5.0 4800 -38600 1330 -29.02 -30.83 0.001 0.019 0.856 0.000 0.020 116.4 

5.25 5664 -45548 1304 -34.93 -37.01 0.002 0.014 0.888 0.003 0.019 104.6 

5.5 5904 -47478 1274 -37.27 -39.39 0.002 0.012 0.925 0.004 0.018 92.3 

5.75' 6528 -52496 1244 -42.20 -44.56 0.003 I I ＇ 0.016 0.956 0.005 0.024 78.7 

6.0 7056 -56742 1210 -46.89 -49.38 0.003 0.013 1.000 0.006 0.022 64.0 

6.25 7344 -59058 1174 -50.30 -52.82 0.003 0.010 1.044 0.007 0.020 48.7 

6.5 7488 -60216 1134 -53.57 -55.77 0.003 0.008 1.088 0.008 0.019 33.1 

6.75 7584 -60988 I 1096 -55.65 -58.01 0.003 0.007 1.131 0.010 0.020 17.3 

7.0 7584 -60988 1058 -57.64 -59.94 0.003 0.006 I 1.175 0.011 0.020 1.5 
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c1) I c2) 

表ー4-11 埋立前（断面 No.11, 埋立計画地点）

(3) I (4) I (5) I_ (6) I c1) J cs) I (92 .. 1 c10) / cu) I c12) 

時間1-(岱）~rll<I Qrn I Au, I vrn -V11t -2g 1 ((c~ m炉)）'" 昇(cm）)岱Ic fu 1I -f, 咄cm茫)I "1Z'11t 
Zw 

(m8/0.25h) (m8/0.25h) (mり(m/0.25h)(m/0.25h) 0.25h/m)2 ((cm)  (cm) 

゜
x10-10 I 1.5 

0.25 -16432 47084 1046 45.01 48.88 0.005 0.008 1.569 -0.009 0.004 17.3 

0.5 -16432 47084 1124 41.89 46.48 0.005 0.008 1.500 -0.008 0.005 33.1 

0.75 ー 16224 46488 1202 38.68 43.80 0.006 0.009 1.438 -0.007 0.008 48.7 

1.0 -15912 45594 1280 35.62 40.98 0.006 0.009 1.375 -0.006 I 0.009 64.0 

1.25 -15288 43806 1356 32.31 37.88 0.005 0.011 1.313 -0.005 0.011 78.7 

1.5 -14144 40528 1430 28.34 33.73 0.005 0.013 1.250 -0.004 0.014 92.3 

1.75 -12792 36654 1500 24.44 29.49 0.004 0.010 1.194 -0.003 0.011 104.6 

2.0 -12272 35164 1560 22.54 27.50 0.003 0.011 1.144 -0.002 0.012 116.4 

2.25 -10400 29800 1622 18.37 22.66 0.003 0.014 1.094 -0.001 0.016 126.4 

2.5 -8632 24734 1670 14.81 18.41 0.002 0.013 1.056 -0.001 0.014 134.7 

2.75 -6760 19370 1712 11.31 14.15 0.001 0.012 1.019 -0.001 0.012 141.2 

3.0 -5096 14602 1740 8.39 10.54 0.001 0.012 0.993 0.000 0.013 146.1 

3.25 -3120 8940 1768 5.06 6.38 0.000 0.014 0.975 0.000 0.014 149.1 

3.5 -936 2682 1784 1.50 1.90 0.000 0.013 0.962 0.000 0.013 150.0 

3.75 936 -2682 1788 -1.50 -1.90 0.000 0.013 0.956 0.000 0.013 149.1 

4.0 3120 -8940 1784 -5.01 -6.34 0.000 0.013 0.962 0.000 0.013 146.1 

4.25 5096 -14602 1768 -826 -10.41 0.001 0.012 
00..99795 3 

0.000 . I 0.013 141.2 

4.5 6760 -19370 1740 -11.13 -13.97 0.001 0.012 0.001 0.014 134.7 

4.75 8632 -24734 1712 -14.45 -18.07 0.002 0.013 1.019 0.001 0.016 126.4 

5.0 10400 -29800 1670 -17.84 -22.18 0.002 0.014 1.056 0.001 0.017 116.4 

5.25 12272 -35164 1622 -21.68 -26.74 0.003 0.010 1.094 0.002 0.015 104.6 

5.5 12792 -36654 1560 -23.50 -28.66 0.004 0.009 1.144 0.002 0.015 92.3 

5.75 14144 -40528 1500 -27.02 -32.60 ・0.005 0.012 1.194 0.003 0.020 78.7 

6.0 15288 -43806 1430 -30.63 -36.45 0.005 0.011 1.250 0.004 0.020 64.0 

6.25 15912 -45594 1356 -33.62 -39.43 0.006 0.008 1.313 0.005 0.019 48.7 

6.5 16224 -46488 1280 -36.32 -41.79 0.006 0.008 1.375 0.006 0.020 33.1 

6.75 16432 -47084 1202 -39.17 -44.36 0.006 0.007 1.438 0.0071 0.020 17.3 

7.0 16432 -47084 1124 -41.89 -46.48 0.006 0.007 1.500 0.008 0.021 1.5 
！ 
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表ー5-11 埋立後（断面 No.11, 埋立計画地点）

c1) I c2) I (3) I (4) I (5) I (6) I c1) I cs) I (9) c10) I en) j (12) 

時間1-(均 1・1  Liv 
Lit~f11t Qllt Ant vm I 加—邸年）llt'-ili)11f fi1'I呵誓 LIZ'w Zw  

(m3/0.25h) (m3/0.25h) (m2) (m/0.25h)l (m/0.25h) (cm) (cm) (0.25h/m)2 (cm) (cm) (cm) 

゜ 41.31 -0.008 ＇ 0.005 
x10-10 1.5 

0.25 -79000 32232 654 49.28 1.419 -0.006 -0.009 17.3 

0.5 -79000 32232 680 47.40 39.85 -0.007 0.005 1.219 -0.005 -0.007 33.1 

0.75 -7800 31824 707 45.01 37.95 -0.007 0.006 1.172 -0.004 -0.005 48.7 

1.0 -7650 21212 784 42.52 35.96 -0.006 0.007 1.127 -0.004 -0.003 64.0 

1.25 -7350 29988 760 39.46 33.461 -0.005 0.009 1.081 -0.003 0.001 78.7 

1.5 -6800 27744 784 35.39 30.07 -0.004 0.011 1.037 -0.002 0.005 92.3 

1.75 -6150 25092 808 31.05 26.44 -0.003 0.008 0.997 -0.002 0.003・104.6 

2.0 -5900 24072 830 29.00 24.76 -0.003 0.009 0.959 -0.001 0.005 116.4 

2.25 ―-5000 20400 850 24.00 20.53 -0.002 0.013 0.923 -0.001 0.010 126.4 

2.5 -4150 I 16932 867 19.53 16.72 -0.001 0.012 0.894 0.000 0.011 134.7 

2.75 -3250 13260 882 15.03 12.89 -0.001 0.011 0.869 0.000 0.010 141.2 

3.0 -2450 9996 892 11.21 9.61 0.000 0.011 0.848 0.000 0.011 146.1 

3.25 -1500 6120 900 6.80 5.84 0.000 0.012 0.834 0.000 0.012 149.1 

3.5 - 450 1836 905 2.03 1.74 0.000 0.012 0.825 0.000 0.012 150.0 

3.75 450 -1836 906 -2.03 -1.74 0.000 0.012 0.818 0.000 0.012 149.1 

4.0 1500 -6120 905 -6.76 -5.80 0.000 0.012 0.825 0.000 0.012 146.1 

4.25 2450 -9996 900 -11.11 -9.53 0.000 0.011 0.834 0.000 0.011 141.2 

4.5 3250 -13260 892 -14.86 -12.75 -0.001・ 0.011 0.848 0.000 0.010 134.7 

4.75 4150 -16932 882 -19.20 -16.47 -0.001 0.012 0.869 0.000 O.Oll 126.4 

5.0 5000 -20400 867 -23.53 -20.14 -0.002 0.012 0.894 0.000 0.010 116.4 

5.25 5900 -24072 850 -28.32 -24.22 -0.003 0.009 0.923 0.001 0.007 104.6 

5.5 6150 -25092 830 -30.23 -25.81 -0.003 0.008 0.959 0.000 0.005 92.3 

5.75 6800 -27744 808 -34.34 -29.23 -0.004 0.011 0.997 0.000 0.007 78.7 

6.0 7350 -29988 784 -38.25 -32.50 -0.005 0.009 1.037 0.003 0.007 64.0 

6.25 7650 -31212 760 -41.07 -34.83 -0.006 0.007 1.081 0.003 0.004 48.7 

6.5 7800 -31824 734 -43.36 -36.67 -0.006 0.006 1.127 0.004 0.004 33.1 

6.75 7900 -32232 707 -45.59 -38.43 -0.007 0.005 1.172 0.004 0.002 17.3 

7.0 7900 -32232 680 -47.401 -39.85 -0.008 0.005 1.219 0.005 0.002 1.5 
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表ー4-17 埋立前（断面 No.17, 上流端）

c1) 1 c2) (3) (4) (5) (6) (7) cs) (9) c10) en) c12) 
f I I I I I I I I I 

時間昌） 一_!_ 1 Llv 
Llt 11t 

L1Fm Qm  Am vm v11t 2g(L1炉）m--(-)心 /17 —f噸/v Llx L1Z'rn Z11t 
g Llt 171 17tl,t 

(ms;o.25h) cms;o.25h) (m2)1 (m/0.25h) (111/0.25h) (cm) (cm) (0.25h/m)2 (cm) (cm) (cm) 

00 do 1111222233334444555566667 

I Xl0-10 1.5 

25 -3160 0 I 101 ゜
9.03 0.002 0.002 2.306 -0.001 0.003 17.3 

5 -3160 0 108 

゜
8.41 0.002 0.002 2.188 0.000 0.004 33.1 

75 -3120 

゜
113 

゜
7.84 0.002 0.002 2.081 0.000 0.004 48.7 

0 , -3060 

゜
120 

゜
7.32 0.001 0.002 1.969 0.000 0.003 64.0 

25 -2940 

゜
127 

゜
6.68 0.001 0.002 1.863 0.000 0.003, 78.7 

5 -2720 

゜
132 

゜
5.89 0.001 0.003 1.756 0.000 0.004 92.3 

75 -2460 

゜
139 

゜
5.13 0.001 0.002 1.663 0.000 0.003 104.6 

゜
-2360 

゜
144 

゜
4.76 0.001 0.002 1.581 0.000 0.003 116.4 

25 -2000 

゜
149 

゜
3.89 0.000 0,003 1.494 0.000 0.003 126.4 

5 -1600 

゜
153 

゜
3.15 0.000 0.002 1.419 0.000 0.002 134.7 

75 -1300 

゜
156 

゜
2.41 0.000 0.002 1.363 0.000 0.002 141.2 

゜
-980 

゜
160 

゜
1.79 0.000 0.002 1.313 0.000 0.002 146.1 

25 -600 

゜
162 

゜
1.09 0.000 0.002 1.281 0.000 0.002 149.1 

5 -180 

゜
164 

゜
0.33 0.000 0.002 1.256 0.000 0.002 150.0 

75 180 

゜
165 

゜
-0.32 0.000 0.002 1.250 0.000 0.002 149.1 

゜
600 

゜
164 

゜
-1.08 0.000 0.002 1.256 0.000 0.002 146.1 

25 980 

゜
162 

゜
-1.77 0.000 0.002 1.281 0.000 0.002 141.2 

5 1300 0 I 160 

゜
-2.37 0.000 0.002 1.313 0.000 0.002 134.7 

75 1660 

゜
156 

゜
-3.08 0.000 0.002 1.363 0.000 0.002 126.4 

゜
2000 

゜
153 

゜
-3.79 0.000 0.002 1.419 0.000 0.002 116.4 

25 2360 

゜
149 

゜
-4.59 0.001 0.002 1.494 0.000 0.003 104.6 

5 ・2460 

゜
144 

゜
-4.96 0.001 0.002 1.581 0.000 0.003 92.3 

75 2720 

゜
139 

゜
-5.67 0.001 0.002 1.663 0.000 0.003 78.7 

゜
2940 

゜
132 

゜
-6.36 0.001 0.002 1.756 0.000 0.003 64.0 

25 3060 

゜
127 

゜
-6.96 0.001 0.002 1.863 0.000 0.003 48.7 

5 3120 

゜
120 

゜
-7.47 0.001 0.002 1.969 0.000 0.003 33.1 

75 3160 

゜
113 

゜
-7.94 0.002 0.002 2.081 0.000 0.004 17.3 

゜
3160 

゜
108 

゜
-8.41 0.002 0.002 2.188 0.000 0.004 1.5 
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表ー5—17 埋立後（断面 No.17, 上流端）

c1) I c2) I cs) 1・c 4) I (5) I (6) I c1) I cs) I (9) I c10) I cu) 

時間ー（＼号）if111 Qm  vm vm _ _!__(Av打17t—辱）Ax 
2g g At 11t 

fi.7 -f丘恥函7tAX AZ'm Zm  

cms/O.:l5h) (mS/0.25h) (m/0.25h) (m/0.25h) (cm) (cm) (0.25h/m)2 (cm) (cm) (cm) 

I゚ I I I x10-10 I 1.5 
0.25 -3160 

゜゜
8.98 0.002 0.002 2.306 -0.001 0.003 17.3 

0.5 -3160 

゜゜
8.41 0.002 0.002 2.188 0.000 0.004 33.1 

0.75 -3120 

゜゜
7.88 0.002 0.002 2.081 0.000 0.004 48.7 

1.0 -3060 

゜゜
7.29 0.001 0.002 1.969 0.000 0'003 64.0 

1.25 -2940 

゜゜
6.65 0.001 0.002 1.863 0.000 0.003 78.7 

1.5 I -2120 

゜゜
5.92 0.001 0.002 1.756 0.000 0.003 92.3 

1.75 -2460 

゜゜
5.13 0.001 0.002 1.663 0.000 0.003 104.6 

2.0 -2360 

゜゜
4.74 0.001 0.002 1.581 0.000 0.003 116.4 

2.25 -2000 

゜゜
3.89 0.000 0.003 1.494 0.000 I 0.003 126.4 

2.5 -1660 

゜゜
3.15 0.000 0.002 1.419 0.000 0.002 134.7 

2.75 -1300 

゜゜
2.41 0.000 0.002 1.363 0.000 0.002 I 141.2 

3.0 -980 

゜゜
1.79 0.000 0.002 1.313 0.000 0.002 146.1 

3.25 -600 

゜゜
1.08 0.000 0.002 1.281 0.000 0.002 149.1 

3.5 -180 

゜゜
0.32 0.000 0.002 1.256 0.000 0.002 150.0 

3.75 180 

゜゜
-0.32 0.000 0.002 1.250 0.000 0.002 149.1 

4.0 600 

゜゜
-1.07 0.000 0.002 1.256 0.000 0.002 146.1 

4.25 980 

゜゜
-1.77 0.000 0.002 1.281 0.000 0.002 141.2 

4.5 1300 

゜゜
-2.37 0.000 0.002 1.313 0.000 0.002 134.7 

4.75 1660 

゜゜
-3.08 0、000 0.002 1.363 0.000 0.002 126.4 

5.0 2000 

゜゜
-3.79 0.000 0.002 1.419 0.000 0.002 116.4 

5.25 2360 

゜゜
-4.59 0.001 0.002 1.494 0.000 0.003 104.6 

5.5 2460 

゜゜
-4.94 0.001 0.002 1.581 0.000 0.003 92.3 

2720 

゜゜
-5.67 0.001 0.002 1.663 0.000 l 0.003 78.7 

6.0 2940 

゜゜
-6.39 0.001 0.002 1.756 0.000 0.003 64.0 

6.25 3060 

゜゜
-6.93 0.001 0.002 1.863 0.000 0.003 48.7 

6.5 3120 

゜゜
-7.43 0.001 0.002 1.969 0.000 0.003 33.1 

6.75 3160 

゜゜
-7.98 0.002 0.002 2.081 0.000 0.004 17.3 

7.0 3160 

゜゜
-8.41 0.002 0.001 2.188 0.000 0.003 1.5 
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4. 洪水時の定常状態に対する埋立の影響

第 2節の計算項目の (2)に対するものである．計算は下流端水位と流量を与えた不等流

計算であり，断面区分は図—8 に示すように図ー4 の区分を 2 倍にし区間長を 125m, 34断

面とした．

1000m. 500 0 

111111 一..,'--l f-----, ........, r--1 

図ー8 大塔地区埋立計画区域

本計算においては埋立計画地域が単に貯留だけの意味をもついわゆる死水域をなす場合

には， 定常状態を考える限りにおいて， 埋立計画地域の有無は上下流を通じてその水位，

流速にほとんど影響を与えない． そして埋立地区周辺の地形からみて， この地域が死水域

となる可能性は十分にある． 一応ここでは埋立計画地域も流速をもつ通水域であるとして

埋立前後の水位，流速を算定した・

定常状態は上下流を通じて一定流量となつた場合であるが， 観潮橋から佐世保湾入口ま

での延長は 4,250mであるから洪水時の流速を 2m/sとすれば上流端から下流端に達する

時間は約35分となる．したがつて洪水のピークがこの時間以上継続すれば一応定常状態が

あらわれるとみてよい なおこの時間内の下流端の潮位は一定とみて十分である．洪水の

ピークの継続時間は降雨の時間的分布， 河川流域の大きさ， 状態などに関係するが，小森

川の流路延長が約 10kmでかなり小さいことから考えて洪水のピークが35分継続するこ

とは実現性のうすいことかも知れない． しかし現象の近似的把握には本計算は十分意味が
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あり，埋立の影響の判定についての有効な資料となるものと考える．

59 

(1) 計算に用いた最大洪水量と下流端潮位

小森川の洪水時における最大洪水流量は表ー6に示すように，既往最大の洪水は昭和 23年

表ー6 小 森 JI I 洪 水

生起年月 日 洪 水 ビ ク

昭 23.9. 11 

// 31. 8. 27 

// 32. 7. 25 

584m3/s 

490 

452 

9月11日に起こつている．

適用すれば，

早岐川， 江川の洪水流量は不明であるが小森川と同じ比流量を

早岐川流域面積 4.65km2 
小森川 11 28.0km2 

=0.166 

したがつて早岐川既往最大洪水量=584x0.166=97m3/s 

江川流域面積=5.70km2 
小森川 ,, 28.0km2 

=0.204 

したがつて江川既往最大洪水量=584 X 0.204 = 119mツs

以上によつて，小森川，早岐川および江川の既往最大洪水量の合計は 800mツsとなる． こ

の流量が大村湾側と佐世保湾側にどのような比率で流下するかは検討を要することである・

が，早岐瀬戸水理模型実験報告書1)にもふれているように， 対象とする満潮時に対しては大

村湾は佐世保湾より水位が低いことおよび観潮橋地点の狭さく部があることから考えて，佐

世保湾側より大村湾側に多く流下するものと考えられる．ここでは十分大きめにとつてこの

最大洪水量の 1/2すなわち400m3/sが観潮橋の狭さく部から佐世保湾側に流下するとした．

次に下流端水位は基本水準面（ほぼ最低低潮位水深 IO.Om), 平均海面（水深 11.5m)お

よび最大満潮位（水深 13.00m)の3種にとつて行なつた．

(2) 断面および河床勾配

断面は広矩形とし，径深は水深をとつた．各断面の河巾は図—8 により測定した．これを

表—7 の (3) および (4) 欄に示している．次に図—8 より求めた縦断図は図—9 のようにな

るので， 図の鎖線のように 3本の折線で近似的に勾配を定めた． 計算に用いた各断面の河

床勾配を表—7 の (2) 欄に示している．

(3) 計算法

広矩形断面の不等流計算は (3),..._,(5)式の記号を用いれば，

-I+ 
dh Q2釘1 がQ2
五冨西討+R咬 =0 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(11)
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これを i, i+l断面について階差式にすれば，

断 図

h1+1=hi+l叫X—釘上 _l)- n2Q2 .dx 
2g Aに A、2 紺 A足

or h1+1=hけ I叫x一旦{(Bi+:hi+1)2―(Biht)2 
1 }ーがQ2

紺 (BM加）2

.dx ............ (12) 

ここに suffixの M は i,i+l断面の値の平均値である．

・(12)式より下流端の水深および流量 Qを与えて順次上流側水深 hを求めてゆける．

(4)計算結果

以上の計算によつてえられた結果のうち下流端水位を平均海面にとつた例を表—7 の (5)

.-....,(8)欄に示している．

(5) 考察

表—7 について埋立前後の水深，流速を比較すれば，埋立地域より下流では全く同じで，

埋立地域では埋立後が水深が小， 流速が大で， 埋立地域より上流では埋立後が水深が大，

流速が小となつているが， その相異はきわめて小さい． したがつて埋立地域が死水域とな

る可能性が強いことを考え合わせて，定常状態に対しては埋立の影響はほとんどないと結

論できる．

なお真珠養殖地点 (No.15.......,17)の流速は 22......,30cm/sとなつている．また下流端水位

を基本水準面および最大満潮位とした場合の計算結果では養殖場地点の流速はそれぞれ 28

......,38cm/s, および 18......,25cm/sであり，埋立前後の相異は同様にきわめて小さい．

5. 洪水時の非定常状態に対する埋立の影響

第 2節の計算項目 (3)に対するものである．埋立計画区域は俗に潮遊びといわれている
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表ー7 不等流計算結果（流量 400m3/s,下流水深 11.5m〔平均海面〕）

{2) (3) (4) (5) (6) (7~ 

河床勾配 巾 B 巾 B 水深 h 水深 h 流速 V

（埋立前） （埋立後） （埋立前） （埋立後） （埋立前）

61 

m巡
{8:5 

流速 v
（埋立後）

゜
0.000 980m 980m 11.50000m 11.50000m 0.035492m/s 0.035492m/s 

1 0.000 750 750 11.49996 11.49996 0.046377 0.046377 

2 0.000 620 620 11.49992 11.49992 0.056101 0.056101 

3 0.000 400 400 11.49973 11.49973 0.086959 0.086959 

4 0.000 290 290 11.49943 11.49943 0.119946 0.119946 

5 0.000 280 280 11.49942 11.49942 0.124230 0.124230 

6 0.000 350 350 11.49973 11.49973 0.099381 0.099381 

7 0.000 310 310 11.49963 11.49963 0.112206 0.112206 

8 0.004 460 460 11.24997 0.077295 0.077295 ， 0.004 410 410 10.74987 10.74987 0.090755 0.090755 

10 0.004 220 220 10.24895 10.24895 0.177402 0.177402 

11 0.004 260 260 9.74938 9.74938 0.157801 0.157801 

12 0.004 320 320 9.24980 9.24980 0.135138 0.135138 

13 0.004 240 240 8.74903 8.74903 0.190497 0.190497 

14 0.004 210 210 8.24836 8.24836 0.230926 0.230926 

15― -; .゚004
170 170 7.74677 7.74677 0.303732 0.303732 

16 0.004 250 250 7.24919 7.24919 0.220714 0.220714 

17 0.004 240 240 6.74888 6.74888 0.246955 0.246955 

18 0.004 230 230 6.24848 6.24848 0.278328 0.278328 

19 0.004 240 240 5.74873 5.74873 0.289919 0.289919 

20 。.004 250 250 5.24899 5.24899 0.304821 0.304821 

21― 一塁埋〗 0.001 
I 臨

錮 4.93958 4.93472 0.155728 0.385992 

22 0.001 500 170 4.81465 4.80698 0.166159 0.489485 

23 0.001 530 190 4.69000 4.68604 0.160920 0.449263 

24 0・001 220 220 4.56090 4.56503 0.398645 0.398285 

25 0.001 310 310 4.44068 4.44479 0.290569 0.290300 

26 0.001 210 210 4.31180 4.31592 0.441755 0.441334 

27 0.001 100 100 4.16283 4.16700 0.960884 0.959924 

28 0.001 130 130 

I 

4.06359 4.06769 0.757194 0.756430 

29 0.001 80 80 3.90165 3.90582 1.281509 1.280142 

30 0.001 90 90 3.81017 3.81424 1.166468 1.165223 

31 0.001 80 80 3.68191 3.68596 1.357992 1.356499 

32 0.001 70 70 3.54982 3.55385 1.609738 1.607912 

33 0.001 100 100 3.51268 3.51647 1.138732 1.137505 

34 0.001 30 30 2.99276 2.99772 4.455198 4.447822 

地区で， 急激な上昇下降を来す洪水流がこの箇所を通過するとき， この地区の貯留作用が

効果を発揮し洪水曲線の扁平化を来し水位を低下させ，この影響が観潮橋狭さく部の直下

流地点まで及ぶことが考えられる． すなわち埋立計画区域のような死水域は非定常流にお

いて始めて効果を生ずるものであり，この意味において本計算は埋立の影響を論ずる最も
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重要な計算といえる．

ここでは計算を簡単化するため，河巾一定，河床勾配一定の一様広矩形水路に始め 10m3/s

の流量が等流状態で流れている状態に，上流端より時間的に急激な変化をする洪水が流下

し， 下流端は 10m3/sの等流水深が時間的に一定に保たれている場合の埋立前後における

各断面の水位，流速，流量を不定流方程式に基づぎ電子計算機を用いて算定した．

河巾は埋立地区の通水巾に近似した値として 200mと，上流端付近の河巾に近似した値

として 90mの2種を用い，河床勾配は図ー9の点線に示すように上下流端を結んでえられる

2/1,000を用いた．また埋立計画地域は死水域とし，計算区分は区間長 100mで44断面に

とつた．断面番号は上流端を 0として下流側にとつていつた．これを図ー10に示している．

辿~t--a F"l当二 d 
図—10 大塔地区埋 立計画区域

(1) 上流端よリ流下させた洪水流量曲線

洪水流量曲線については， 小森川， 早岐川および江川の流出解析を行なつて検討しなけ

ればならないが，短い時間単位に

対する降雨記録がないので仮定に
表ー 8

喜 誓I 勾 配

小森川 10km 0.018 

早岐川 2 0.020 

江 Jl l 5 0.022 

到達時間

1.55hr 

0.29 

0.69 

よる外はない．小森川，早岐川お

よび江川の流路延長，河床勾配お

よび Rziha式による到達時間を

表—8 に示している．これによると
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到達時間はかなり短く急激な上昇下降を来たす洪水流量曲線が想定される．

ここでは埋立計画地区の貯留効果が十分あらわれるように，時間的変化の著しい流量曲

線をとつた． すなわち初期流量を 10m3/sとし，これに増水後 30分で前節の (1)でのベ

た最大流量 400m3/sに達し，約 30分でほぼ0になる洪水曲線を加えたものとした． この

曲線式として次式を用いた．

Q = 10 + 2.4Qt10e-o.001sst .................................... (13) 

ここにバま秒単位である．

なおこの曲線は図ー18の No.0の曲線である．

(2) 計算法4)

計算式は (3), (4)および (5)式を用いた． 断面は広

矩形とし河巾を Bとする．

なお埋立地点では， 図—11 に示す埋立計画区域を死水域

と考え，水の流れる巾を B, 埋立計画区域も含めた巾を B' 図ー11/3の定義の図

とすれば，

A=B'h, Q=Bhv, Rキh

したがつて (4)式は

ah av oh oB 
B' —+Bh-+Bv — +hv-=0······00················ …... ot ox ax ox 

(14) 

いま U=✓ifi とすれば

連続式は 2 
au av au uv an 

+0U-+20v-+--ot ox ox B'ox . 
=0 ............................................ (15) 

ここに 0=B/B' ............................................. (16) 

次に (3)式より

運動式は
ov ov oU — +v-+2U- +E=O ........................................... . 
ot ox " 

． 
ox 

(17) 

ここに E=g( 
g4/Sがv2

us;s -I)・・・・・・・・・・・,.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(18) 

t 
いま図ー12 のように X—t plane上に， X 軸に平行に L,

R点，この中点 M より t軸に平行な位置に P点をとり，

これについて (15), (17)式の階差式を作れば， oB/ox=

0に対して

゜

. .. ． ぶ．．
ヤ——_p ・

L 
-~ 

M R 
←に→

X 

図—12
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Up-U11-1 匹ー叩 UR-UL 
Lit 

+SUM +2/3UM =0 
Llx Llx 

勺戸+VM勺戸+2UMUR.J~u_臼届=0

ここに UM=(島 +UL)/2,叩＝（旺＋虹）/2 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(19)

..................... (20) 

..................... (21) 

とする．

また EM~ま U,Vを UM,VMとした値である．

これにより図の L,R 点の U,V が既知の場合 P点の

U, Vすなわち Up,Vpを求めることができる．

x—t plane上を図ー12のように等間隔の meshでおおえ

ば，初期条件，

うる．

境界条件から各点の U,V が求められ解を

この場合 Bは埋立地域以外は 1であり，

は，埋立前に対しては図—13 に示す値を用い，

しては 1とした．

したがつて

埋立地域で

埋立後に対

Ilg 

コ必．
o
．．．
 

o
z
s
 

6
9
8
・
0
…

5
-
5
 

ssg・o…

5
-
s
 

zot・o…

u
o
a
s
 

11
、g

図—13 計算に用いた 9

なおこの計算における meshの時間間隔 Atについては次の制限がある．

すなわち

(15)式+(17)式より

2{ (U+[dv)匹直}+ { (0U+v)三臼} Uv oB 
ax ot ox at +E+--B'ox =0 

(17)式ー(15)式より

・・・・・・・・・・・・(22)

-2{ (-U+0v)堕＋図+{(-0U+v)三国+E-竺堕=0
ox o t ox o t B'ox 

0=1とすれば

・・・・・・(23)

畠+(v士U)贔}cv士2U)=-(E土笠翌） ........................ (24) 

すなわち特性曲線
dx 
dt 

v士uJ: で

d(v士2U)/dt=-(E土
Uv oB 
万寂）

................................. (25) 

........................... ・・・・・・(26) 

と表わせる．

ここに複号の上号は Forwardcharacteristics, 

である．

図ー14の L1R点から P点の U,Vを求める場合，

下号は Backwardcharacteristics 

計算の収れん性から言つて図に示す
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ように P点は Lおよび R から出発する Forwardおよび 七

Backwardの characteristicsで囲まれる範囲内にあるこ

とが必要である．

この制限から .dtを求めると， U, Vの最大値として，

U=✓砂＝✓9.8X4=6.3m/s, v=3m/sと仮定し， .dx=200m

に対して Forwardcharacteristicsすなわち (25)式の上

号より

65、

己疇~R
。

工

図ー14

.dx/2 .dt~ ー =10.7sec 
v+U 

したがつてここでは .dt=5secとした．

以上によつて図—15 の mesh に従つて計算した．

図の ab線より内側ハッチの部分はいわゆる静域

で，洪水によつて攪乱されない部分すなわちここで

は等流状態の値をとる範囲である．したがつて初期

条件として ab線上の U,V が与えられ，境界条件

t
t
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(27) 

a.o 
(.t益硝） 一—文

b
 

し
（下淀詔）

として，上流端 X=O線上の流入洪水流量 Q(t) と

下流端 X=L線上の一定水深（ここでは等流水深）が与えら

れて， mesh上の各点の U,Vを求めることになる．計算は

1, 2点より 3点， 3,4点より 5点，……と求めてゆく．次に

X=O線上の U,Vの計算法をのべると次のようである．

図ー16の L,点の U,Vを求めるには Backwardcharac~ 

teristics (23)式を oB/ox=O, 0=1として階差式にすれば

図ー15

t
 

0 . X. 

図—16

｛ 伽ー四 ULk'-ULk V叩ーV広 叩—V店
-2 (vLk-Uu) .Jx/2 + Lit } + { (vLk-Uu) .Jx/2 + .Jt } 

+Eu=O ……(28) 

また QLk'=BL/c,h広 1Vz1c1=Bzk'UL1c'2Vzk,/ g • •· • ・ • .. • ... ・.......... • ......... ・....................... (29) 

上の 2式において QLk',BLk, ~ ま与えられているので， ULk',V恥

が求められる．

同様にして Lk+l点の U,V も求められる．

次に下流端 X=L線上の Vの計算法をのべると次のようであ

る．図—17 の Ri, 点の Vを求めるには， Forwardcharacteris~ 

tics (22)式を oB/ox=O, /3=1として階差式にすれば，

七

エ=L
図ー17
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2{(vRt+Um)島公誓+U Rl'it U Rl} + { (V Rl + U Ri)勺；i~Ml + VRlr.JtVRl} 

+ERl=O ... ……(30) 

この式において U即 ,=Umが与えられているので V即が求められる． 同様にして Ri+1

点の V も求められる．

(3) 計算結果

以上のべた方法で電子計算機により計算した結果のうち巾 200m に対するものを図—18,..._.,

20に示している．

知
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また Q,V および hの埋立前後における変化率をみるため断面 iにおける埋立前の最大

流量を Qi,mnx, 埋立後の最大流量を Q'i,max として

変化率匹=Q'i,ma.x-Q血竺.................................(31) 
Qi,max 

を求めた. v, hについても同様に変化率を定義し， aと断面 iとの関係を図示すれば

図ー21,22となる．
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(4) 考察

以上の結果から検討すれば，埋立後において水位， 流速， 流量のピークの上昇が認めら

れ，埋立地区の貯留効果が現われている．そして埋立後の上昇の程度は図ー21,22からわか

るように埋立地区 (No.14,,.._,17)およびその下流側であらわれていて， 埋立地区の上流側

では急激に減少して上流端では影響がほとんど消失し埋立前後において水位は変化がない

とみてよい．

次に真珠養殖場(No.23,..__,25)に対する影響は埋立後における約 6%の流速増加（巾 200m

に対するもので，この方が巾 90mに対するものより，埋立地付近の断面に近似していると

考えられる）が問題となる． この地点の流速について考えると， 本計算では下流端水深と

して勾配 2/1,000の等流水深（巾 200mで 0.115m)を用いたため実際に比しかなり水深

が浅く大きい流速を示している．実際には図ー9に示すように下流端は基本氷準面で水深

10m, 平均海面で水深 11.5mであり真珠養殖場では平均海面で水深約 8.5mである．この

ため養殖場における流速はかなり小さなものとなる． すなわち第4節の最大洪水量に対す

る定常状態の流速は真珠養殖場で下流端水深 10.0mに対して 28,..__,38cm/sとなつている．

非定常状態では最大洪水量のてい減のため， これ以下となるものと考えられる． いまかり

に大きめの流速と考えられる 38cm/sが埋立によつて 6%増の 40.3cm/sになる．

6. 結論

(1) 観潮橋の狭さく部より佐世保湾側の水路の潮差は佐世保湾の潮差と同じで，また水

面はほとんど水平に上下する．

これは大塔の埋立の前後において同じ結果となり埋立の影響はない．

真珠養殖場地点の潮汐による流速は埋立後において最大時 9.2cm/sが 6.7cm/s程度に

低下する（約 27%減）．

(2) 埋立区域を死水域とみなせば，定常状態に対しては埋立前後で水位，流速は変化し

ないが，通水域とみなしても洪水量 400mりs(小森川，早岐川， 江川の最大洪水量合計の

1/2)に対してほとんで変化はない．

(3) 洪水時の非定常流に対しては，河床勾配 2/1,000で河巾 200mと90mの2種の一

様矩形水路について，下流水位を 10m3/sの等流水深に固定し， 30分で最大洪水量 400mツs

になる洪水を流した場合の計算を行なつた． その結果， 埋立計画地域の貯留効果は埋立地

およびその下流で認められ巾 200m水路に対して埋立後最大流速の約 6%増，最大水深の

約8.5%増を来たした．しかし埋立地の上流では埋立の影響は急激に減少し，観潮橋の直下

流地点ではほとんど消失した．

なお真珠養殖地域の流速は， 400mりs, 下流水深10.0m(ほぼ基本水準面）の定常状態で
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28,..,_,38cm/sとなり，最大洪水量 400m3/sの非定常流ではこの流速は洪水波の扁平化によ

り低下する．いまかりに大きめの値として前記流速 28,..,_,38cm/sをとり，埋立後この 6%

流速を増したとき養殖用筏の流失にどの程度の影響を与えるかは更に別途の調査をすべき

であろう．

なおこの非定常計算は水路にかなりの仮定があるが，実際の水路の状態に対する計算で

も，上記の結果と大きな相異はないと考える．

(4) 以上の計算では観潮橋下流に存在する水制突出部の狭さく断面は考慮しなかつた

が， これを考慮すれば観潮橋直下流地点の水位に対する埋立の影響はさらに減ずると考え

る．また真珠養殖場の流速とこの水制との関係はうすいと考える．

(5) 以上を綜合して，大塔地区の起案された範囲の海面埋立は観潮橋直下流地点の水位

にほとんど影響を与えない したがつて， 観潮橋より上流側の早岐町に対して洪水時その

災害を助長することはないと考える．

また高島真珠養殖場地点の流速に対しては， 潮汐の流速をわずかではあるが減少させる

が，洪水時では若干その最大流速を増加させる．

本報告書全般にわたつては九州大学工学部水工土木教室崎山正常・林謙蔵両氏に御協力頂き，計算に

は土木工学科学生楠田哲也，森田浩，中代真義君などに御援助頂いた．また電子計算機プログラムに関

しては牛島主任に種々御教示を頂いた．さらにまた九州大学応用力学研究所栗原道徳教授に貴重な御意

見を頂いた．ここに記して深謝申し上げます．

（昭和 39年 7月 13日受理）
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